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2016年1月5日 

2016年の注目イベント 

2016年の注目イベントは？ 

米国は大統領選挙、ユーロ圏は金融政策、中国は今後の経済運営と人民元の 
自由化に注目。日本は参院選と17年の消費税率引き上げを決断する重要な年に。 

(注)2016年1月4日現在。日付は現地時間。予想はすべて三井住友アセットマネジメント。上表は予定であり変更される場合があります。 
(出所)各種報道等より三井住友アセットマネジメント作成 

●各国・地域の経済指標、金融政策決定会合等イベントの予定(2016年)

米国 欧州 中国・アジア・その他 日本 国際会議・イベント等

1/26-27:米連邦公開市場委員

会(FOMC)

2/1:米大統領選が本格スタート

2月中:オバマ大統領 環太平洋

パートナーシップ協定(TPP)署

名が可能に

3/1:スーパーチューズデー

3/15-16:FOMC(経済見通し)

4/26-27:FOMC

1/21:欧州中央銀行(ECB)政

策理事会

1/24:ポルトガル大統領選挙第

1回投票

2/14:ポルトガル大統領選挙第

2回投票

2/18-19:EU首脳会議

3/10:ECB政策理事会

3/17-18:EU首脳会議

4/3:アイルランド総選挙実施期限

4/21:ECB政策理事会

1/16:台湾 総統選挙

1/19:中国15年のGDP発表

2/7-13:中国 春節(旧正月)

３/5:中国 第12期全国人民

代表大会第4回全体会議

3月:ミャンマー新大統領就任

4/10:ペルー大統領選挙

4/13:韓国議会選挙

1/4:通常国会開会

1/28-29:日銀金融政策決定会合

2/15:10-12月GDP速報

3/11:東日本大震災から5年

3/14-15:日銀金融政策決定会合

3/16:春季労使交渉集中回答

日

4/1:ジュニアNISAスタート、電

力小売り自由化、法人税実効

税率が29.97％に

4/27-28:日銀金融政策l決定会合

1月以降:イラン経済制裁解除

の可能性高まる(未定)

1/20-23:世界経済フォーラム年

次会合(ダボス会議)

3月:OPEC総会(未定)

4/15-17:国際通貨基金

(IMF)・世銀春季総会

6/14-15:FOMC(経済見通し)

7/18-21:共和党大会

7/25-28:民主党大会

7/26-27:FOMC

5/5:スコットランド議会選挙

6/2:ECB政策理事会

6/23-24:EU首脳会議

7/21:ECB政策理事会

5/9:フィリピン大統領選挙

7-8月頃:中国 北載河会議

5月中旬:1-3月期GDP速報

6/15-16:日銀金融政策決定会合

6月中:成長戦略・骨太の方針

７/10:参議院選挙

7/28-29:日銀金融政策決定会合

8月中旬:4-6月期GDP速報

5/20-21:G7財務相・中央銀

行総裁会議

5/26-27:G7首脳会合(日

本、三重県伊勢志摩)

5月中:日中韓首脳会議

6/2:OPEC総会

8/5-8/21:リオデジャネイロ・オリ

ンピック

9/20-21:FOMC(経済見通し)

9/30:2017年度予算成立期限

11/1-2:FOMC

11/8:米大統領・議会選挙

12/13-14:FOMC(経済見通し)

9/8:ECB政策理事会

9/18:ロシア下院選挙

10/20:ECB政策理事会

10/20-21:EU首脳会議

12/8:ECB政策理事会

12/15-16:EU首脳会議

9月中:香港立法会選挙、タイ

総選挙

10/1-7:中国 国慶節

11月中:中国共産党第18期

中央委員会第6回全体会議(6

中全会)

12月中:中国 中央経済工作

会議

9/20-21:日銀金融政策決定会合

10/31-11/1:日銀金融政策決定会

合

11月中:7-9月期GDP速報

12/19-20:日銀金融政策決定会合

9/4-5:G20首脳会議(中国、

杭州)

9月中:ASEAN首脳会議(ラオ

ス)

10/1:IMFが中国人民元を

SDR(IMFの特別引出権)に

採用

10/7-9:IMF・世銀年次総会

ここがポイント

米大統領選挙は世界情勢にも

影響を与えるだけに最大の注目

点。金融面では、安定した経済

成長のもと、継続して利上げが可

能かに注目。3月の利上げを想

定、その後は1回程度と予想。

年央以降の追加緩和を予想。

また、英国のEU離脱を問う国

民投票を年内に実施するかどう

かに注目。結果次第ではEUの

結束が試され、市場の波乱要

因となる可能性がある。

中国は、主催する9月のG20に

向け、持続可能な経済成長を

可能にする経済運営などが求め

られる。中国人民元のSDRへ採

用が決定しており、市場の自由

化が加速するかにも注目。

7月の参議院選挙に向け、景気

の足取りを確かにするための政策

や民間企業への働きかけが必要

に。17年4月の消費税率引き

上げの是非についても注意が必

要に。

原油価格やOPECの動向等に

注目。国際会議では、5月の

G7(伊勢志摩サミット)、9月の

G20(中国)とともにアジアでの

開催に。日本、中国のリーダー

シップに注目。

(注)2016年1月4日現在。日付は現地時間。予想は三井住友アセットマネジメント。上表は予定であり変更される場合があります。


